
-17- 

写真 移動式プラネタリウム 

写真 企業による「エコ安全ドライブシミュレーター」 

写真 ブースの状況④ 
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写真 井村屋グループ株式会社代表取締役会長様と朴センター長による環境トーク 

写真 もったいない名人家族クイズ 

写真 相可高校調理クラブの皆さん 
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（５）COOL CHOICE の賛同

   環境フェア会場で COOL CHOICE の賛同を募った。

賛同数 193 人

（６）アンケートの実施

  ① 家庭の省エネアンケート

環境フェア会場において、全国統一アンケートである「家庭の省エネアンケート」（資料

１）を行い、環境フェア参加による行動変容調査を行った。

表－４ 全国統一「家庭の省エネアンケート」集計結果 

項 目 単 位 削減努力量等

努力削減量

t CO2 
12.2t 

見込削減量 5.0t 
見なし削減量 17.2t 

実施日：平成 28 年 12 月 11 日（日） 
    アンケート回収枚数：98枚 

  ② 子供を対象としたアンケートの実施 

    環境フェア会場において、幼児から小学生までの子供を対象としたスタンプラリーを実

施し、あわせて地球温暖化対策について 10 項目のアンケート（資料２）を行った。

表－５ 「子供用アンケート」集計結果 

項 目 単 位

見なし削減量 3.0 t CO2 

実施日：平成 28 年 12 月 11 日（日） 
    アンケート回収枚数：186 枚  

  ③ エコライフアンケートの実施 

    環境フェア会場において、エコライフに関する 20 項目のアンケート（資料３）を行った。 

    簡易省エネアンケート結果によると、平均光熱費は 26,287 円/月であり、その割合は電
気代（31％）、ガス代（19％）、灯油代（7％）、ガソリン代（43％）となっていた。

    省エネの取組みでは、部屋・生活、掃除洗濯、買い物外出の得点が 70 点を上回っていた

が、台所、風呂・洗面は 70 点を下回っており、このあたりが今後の啓発ポイントと考えら

れる。

実施日：平成 28 年 12 月 11 日（日） 
    アンケート回収枚数：27枚 

  ④ 来場回数アンケート

環境フェア会場で来場回数アンケートを実施したところ、初めての来場者が６０％、２
回目の来場者が２１％、３回以上の来場者が１９％という結果となった。
実施日：平成 28 年 12 月 11 日（日） 

    アンケート回収枚数：212 枚 
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■平均光熱費
世帯人数別光熱費（円/月）

平均光熱費
（円/月）

1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯

電気代 8,104 0 4,200 7,833 9,000 8,500 11,000
都市ガス代 4,655 0 1,250 1,667 2,564 750 2,500
LPガス代 5,186 0 1,625 1,800 545 2,000 2,500
灯油代 1,917 0 625 500 0 500 2,000
ガソリン代 11,346 0 7,250 11,500 11,545 11,250 12,500
合計 26,287 0 13,513 21,567 22,100 21,625 28,000

■取り組みチェック
回答人数（人） 平均点
できてい
る

半分くら
い

できてい
ない

持って
いない・
関係な
い

100点
満点換
算

(1)冷蔵庫のドアの開閉は回数を減らす 10 12 4 1 62
(2)食器洗いで節水を心がける 15 8 4 0 70

(3)生ゴミは水分を十分切って出すか、コンポストしている 13 10 3 1 69

(4)電子レンジや冷蔵庫保存はラップを使わず、ふた付き容器を使用する 8 12 7 0 52

(5)使い切る分だけお湯を沸かす 17 6 3 1 77

(6)使っていない部屋の照明はこまめに消す 23 4 0 0 93

(7)テレビは点けっぱなしにせず、見たい番組のときだけ点ける 18 7 2 0 80

(8)冷暖房の設定を控えめにする（冷房は28℃、暖房は20℃が目安） 17 7 3 0 76

(9)物は大切に、長く使うように心がける 22 5 0 0 91

(10)家族で「省エネ」「リサイクル」「環境問題」などの話をする 10 6 11 0 48
(11)シャワーで使用するお湯を少なくするよう気をつける 10 14 3 0 63
(12)お風呂はさめないうちに、家族が続けて入る 18 4 4 0 77
(13)お風呂の残り湯を、洗濯や庭の水やりに利用する 10 4 12 1 46
(14)掃除機をかける前に、まず部屋を片づける 18 8 1 0 81
(15)洗濯は量をまとめて行い、洗濯回数を減らすようにする 17 7 2 1 79
(16)洗剤を適量確認して使用する 19 6 1 0 85
(17)買い物のときは買い物袋を持参する 25 2 0 0 96
(18)エコマーク商品など環境にいい商品を意識的に選んで購入する 9 12 6 0 56
(19)リサイクルや、各自治体の分別収集のルールを守る 24 2 0 1 96
(20)近い所へは徒歩や自転車を使い、自動車の使用はひかえる 9 11 6 1 56
1 台所 66
2 部屋・生活 77
3 風呂・洗面 62

4 掃除洗濯 82
5 買い物・外出 76

■記入世帯数
合計 1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯

世帯数 27 0 4 6 11 4 2

■オール電化世帯 オール電化世帯 9
ガス併用世帯 18

■都市部郊外別 都市部 12
郊外 14

みえ環境フェア エコライフアンケート集計結果（平成 28 年 12月 11 日）
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（７）シャトルバスの運行 
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３ 推進員研修会の開催 

  本事業において、推進員の研修会を２回実施した。概要は次のとおりである。

（１）第１回推進員研修会 

   開催日：平成 28年 9月 12 日（月） 

   開催場所：一般財団法人三重県環境保全事業団 2Ｆ大会議室 

   講師：鈴木靖文氏（ひのでやエコライフ研究所） 

   演題：「ゼロ・エネルギー時代に向けた役割」について 

   出席者：31名 

概要： 

① 最近の異常気象 

温暖化は停滞したといわれたこともあったが、この数年は急激に上昇している。海水温

の上昇が顕著⇒東北・北海道への台風上陸、サンゴの白化。 

② パリ協定の締結と最近動向 

パリ協定は 190 カ国以上の国と地域が署名。アメリカは新しい発電所を作るより、省エ

ネの方がもうかる（経済効率が高い）という方向。 

日本の削減目標は 26％、家庭部門は 40％。家庭部門は国民運動や機器の省エネ、住宅の

省エネルギー管理の徹底（HEMS）。電力自由化（まだ、高くても再エネだけを選択できると

ころは少ない）。排出量取引、カーボンオフセット。 

③ 新しい省エネのネタ 

LED：最近 1～2 年で発光効率の上昇著しい。（寿命 2 万時間⇒4 万時間等、より明るく） 

冷蔵庫：測定基準が変わった 

テレビ：2006 年当時より省エネ性能が向上。4K、3D は電力消費大。明るさの調整必要⇒

省エネモードに。デッキは「すぐ録れるモード」を解除。 

エアコン：2004 年時より若干向上 

エネファーム：固体触媒式（SOFC）の効率は 45～65％、発電所よりいい。 

給湯は最も CO2 を排出。シャワー1回分でテレビ 300 台分の CO2。エネファームが普及す 

るまでの間は当面、エコジョーズ等潜熱回収式（古いのも販売されているので注意必要） 

住宅の断熱（ZEH ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰﾊｳｽ、ｾﾞｯﾁという）。 

④ 伝え方の実習 

対面式が重要（全員への話は心に響かない、あなた個人に伝えることが大事）。 

100 のうち 1つでも 2つでも実行してもらえればよいというつもりで。 
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写真 パワーポイントを用いた講演の状況 

写真 推進員からの意見発表 

写真 グループワーキング 
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（２）第２回推進員研修会（中部ブロック合同推進員研修会） 

   開催日：平成 28年 11月 27 日（日）28日（月） 

   開催場所：ＪＲ岐阜駅隣接会議室 

   出席者：三重県推進員 2名、三重県センター事務局 1名 計 3名 

概要： 

  ① スケジュール及び内容 

 時 間 項   目 

27日 

（日） 

14 : 00 開会のあいさつ 

14 : 10 オリエンテーション 

14 : 20 アイスブレイク 

15：00 活動事例紹介（８県市×質疑応答含め15分） 

17：00 1 日目終了 

18：00 情報交換会 

28日 

（月） 

9 : 20 
２日目開始：グループごとに着席 

なぜ地域での連携が必要なのか？  

９: 35 
問題提起、ディスカッション ５人×８G 

（１人 20分×5人=100分） 

11 : 20 発表 1G 5 分  （5分×8G=40分） 

12：00 昼食 

13：00 各県ごとのワーク（個人・県内地域において） 

13：45  活動計画の発表・共有 各県 3分（3分×８県市=24分） 

14：15  閉会のあいさつ 

14：20 記念撮影 

14：40  研修会終了・推進員解散 

② 実施状況
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４ 日常生活に関する温室効果ガスの排出の抑制等のための照会・相談・助言業務 

（１）照会・相談・助言業務 

三重県センターでは、各種イベント出展時や電話等により県民からの照会・相談を受け付

けており、適切な助言等を行っている。

交付決定日から平成 29 年 2 月末までの相談件数は表－６のとおりである。

表－６ 照会・相談・助言業務 

相 談 の 内 容 相談者の属性 対 応 状 況 延べ人数 

温室効果ガス・節電の対策等、

出前講座の実施について（依

頼・実施に伴う支援・教材提供

等）、イベント出展について

（依頼・実施に伴う支援・教材

提供等）、その他啓発機材の提

供・貸出、広報依頼等に関する

こと 

県民・企業・学

校・行政職員等 

助言、資料・パンフ

レット等の提供、講

師の派遣、教材の提

供等 

648 人 

（２）各種イベント時の簡易省エネ相談業務 

三重県センターでは、各種のイベント出展時に推進員による簡易省エネアンケート（「エコ

ライフチェック」）を用いた省エネ診断・助言業務を実施した。

会場では、来場者によるアンケート（資料３）の回答をもとに、省エネアドバイザーであ

る推進員が対話方式で回答者の省エネ指導・啓発を行い、家庭の実態に即して適切な助言を

行った。
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５ COOL CHOICE の賛同

  イベントや出前講座等で COOL CHOICE の賛同を募った。（除く環境フェア）

賛同数 1,795 人

（参考 環境フェアの COOL CHOICE 賛同数 193 人）

６ アンケートの実施

（１）家庭の省エネアンケートの結果 

全国統一アンケートである「家庭の省エネアンケート」（資料１）を行い、行動変容調査を

行った。平成 28 年 6 月から平成 29 年 2 月末までの実施件数は 727 件（除く環境フェア）で

CO2 の削減量は約 222t であった。

表－７ 全国統一「家庭の省エネアンケート」集計結果 

項 目 単 位 削減努力量等

努力削減量

tCO2 
152.9t 

見込削減量 67.1t 
見なし削減量 222.0t 

（２）子供を対象としたアンケートの結果 

出前講座等の際に、幼児から小学生までの子供を対象とした地球温暖化対策について 10 項

目のアンケート（資料４）を行った。平成 28 年 6 月から平成 29 年 2 月末までの実施件数は

1,516 件（除く環境フェア）で CO2 の削減量は約 49.8t であった。

表－８ 「子供用アンケート」集計結果 

項 目 単 位

見なし削減量 49.8 t CO2 

（３）エコライフアンケートの結果 

① エコライフアンケートの概要

エコライフのアンケート（資料３）を実施しており、平成 28 年 6 月から平成 29 年 2 月

末までの実施件数は 492 件（除く環境フェア）であった。

アンケート結果によると、平均光熱費は 26,255 円/月であり、その割合は電気代（33％）、

ガス代（22％）、灯油代（8％）、ガソリン代（37％）となっていた。

また、この結果を昨年度実施したアンケート結果と比較すると、平均光熱費に占める電

気代は（30％⇒33％）、ガス代は（29％⇒22％）、灯油代は（6％⇒8％）、ガソリン代は（35％
⇒37％）となっている。

一方、省エネの取組みでは、部屋・生活、掃除洗濯、買い物外出の得点が 70 点を上回っ

ていたが、台所、風呂・洗面は 70 点を下回っており、このあたりが今後の啓発ポイントと

考えられる。

本アンケートは、イベント等で行っている簡易の省エネアンケートであり、来場者に会

場でアンケートに回答してもらい、その場で結果をグラフ化して、推進員が問題点等を指

摘しながら対話形式で啓発・指導を行うシステムのため、省エネ・温暖化対策の啓発方法

として非常に有効なツールであり、今後も継続していく方針である。
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② エコライフアンケート集計結果（平成 28 年 6月～平成 29年 2月） 延べ件数 492 件

■平均光熱費

平均光熱費
（円/月）

1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯

電気代 8,773 5,535 7,302 8,492 8,544 9,780 12,700
都市ガス代 5,572 803 1,176 1,833 1,265 2,297 850
LPガス代 5,739 2,284 2,764 2,246 2,155 2,068 3,400
灯油代 2,215 687 941 867 483 964 3,490
ガソリン代 9,581 3,482 5,717 8,188 10,129 9,254 15,200
合計 26,225 11,247 15,930 19,586 20,867 22,181 33,515

■取り組みチェック
平均点

できている 半分くらい できていな
い

持っていな
い・関係ない

100点満点
換算

204 216 69 3 64
219 195 57 21 69
260 146 63 23 72
153 173 149 17 52
301 134 50 7 76
380 89 19 4 87
253 163 68 8 70
251 161 71 9 69
331 141 17 3 82
159 187 133 13 54
218 204 63 7 66
261 137 80 14 70
207 71 188 26 55
293 161 33 5 77
321 128 37 6 79
343 126 16 7 84
436 43 10 3 94
149 221 116 5 54
423 61 7 1 92
204 152 123 13 60

1 台所 67
2 部屋・生活 72
3 風呂・洗面 64
4 掃除洗濯 80
5 買い物・外出 75

■記入世帯数

合計
1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯

世帯数 492 38 122 112 139 59 22

■オール電化世帯 オール電化世帯 151
ガス併用世帯 341

■都市部郊外別 都市部 299
郊外 117

(18)エコマーク商品など環境にいい商品を意識的に選んで購入する

(19)リサイクルや、各自治体の分別収集のルールを守る
(20)近い所へは徒歩や自転車を使い、自動車の使用はひかえる

(13)お風呂の残り湯を、洗濯や庭の水やりに利用する
(14)掃除機をかける前に、まず部屋を片づける
(15)洗濯は量をまとめて行い、洗濯回数を減らすようにする
(16)洗剤を適量確認して使用する
(17)買い物のときは買い物袋を持参する

(8)冷暖房の設定を控えめにする（冷房は28℃、暖房は20℃が目安）

(9)物は大切に、長く使うように心がける
(10)家族で「省エネ」「リサイクル」「環境問題」などの話をする
(11)シャワーで使用するお湯を少なくするよう気をつける
(12)お風呂はさめないうちに、家族が続けて入る

(3)生ゴミは水分を十分切って出すか、コンポストしている
(4)レンジや冷蔵庫保存はラップを使わず、ふた付き容器を使用する

(5)使い切る分だけお湯を沸かす
(6)使っていない部屋の照明はこまめに消す
(7)テレビは点けっぱなしにせず、見たい番組のときだけ点ける

世帯人数別光熱費（円/月）

回答人数（人）

(1)冷蔵庫のドアの開閉は回数を減らす
(2)台所で節水を心がける
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資料１ 家庭の省エネアンケート 
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資料２ スタンプラリーアンケート 
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資料３－１ エコライフ診断記入シート 
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資料３－２ エコライフ診断例 

2016 年 12 月 11 日 
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資料４ 子供用アンケート 
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